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児童・家庭福祉論 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 1年以上

科目コード CL2066 担 当 教 員 千葉 喜久也（上）／君島 昌志（下）

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年
度以前に入学した方は同じ内容を「児童福祉論」という科目名で学習します。

※会場によりスクーリングを別教員（渡邊憲介先生）が担当いたします。

■科目の内容  
子どもは、社会の一員として人権が保障されていると同時に、すべての子どもが児童家庭福祉の対

象です。本科目は、子ども家庭を取り巻く社会現象や生活環境の背景について理解するとともに、児
童家庭福祉に関する法とサービス、子ども・家庭に対する援助活動について学習します。児童家庭福
祉は子どものみを対象とするのではなく、子どもを取り巻く家庭・家族のテキストでも取り上げてい
るようにウェルビーイングという視点から考えることが大切です。したがって、児童家庭福祉は子育
てをする家族や地域社会のあり方が重要な要素といえます。子どもがのびのびと成長でき､ 家族が安
心して子育てできる地域社会は、地域住民にとっても暮らしやすい社会ということができます。
こうした背景から、本科目では児童・家庭の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉需要、一人

親家庭、児童虐待およびDV、地域における子育て支援および子どもの青少年育成の実態について理解
します。

■到達目標  
1 ）子ども虐待について説明が出来る。
2）児童相談所の機能と役割について説明が出来る。
3）児童福祉施設（ 5種類程度）について説明が出来る。
4）児童扶養手当制度、里親制度について説明が出来る。

■教科書  
千葉喜久也著『児童・家庭福祉論（第 3版）』みらい、2015年（第 3版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 4 月

■在宅学習15のポイント  

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 子ども家庭を取り巻く

社会情勢と生活実態
（第1章）

少子高齢社会、子ども家庭を取り
巻く環境の変化と生活問題

少子化の要因・背景と、その社会的に影
響について、説明できるようにしましょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
2 子ども家庭福祉とは

何か①
（第2章）

子ども家庭福祉とは、子ども家庭
福祉の理念

子どもを取り巻く環境の変化により、児童
福祉の理念がどのように転換したかを説
明できるようにしましょう。
また、子ども家庭福祉に関する法律・条
文の内容を押さえましょう。

3 子ども家庭福祉とは
何か②

（第2章）

子どもと家庭の権利保障、子ども
の「成長・発達権」保障

子どもの権利条約にみる子どもの権利内
容を押さえましょう。
また、子どもの成長・発達に必要な 4 つ
のニーズを説明できるようにしましょう。

4 子ども家庭福祉の歩
み

（第3章）

日本の子ども家庭福祉の歴史、欧
米の子ども家庭福祉の歴史

日本と欧米の児童・家庭福祉施策につい
て理解できるようにしましょう。

5 子ども家庭福祉の法
体系と実施体制①

（第 4章）

子ども家庭福祉の法体系、児童福
祉法〔1947（昭和22）年〕、児童
福祉法以外の関連法律

子ども家庭福祉に関する法律の、それぞ
れの目的と対象・内容について理解しま
しょう。

6 子ども家庭福祉の法
体系と実施体制②

（第 4章）

子ども家庭福祉の実施体制、子ど
も家庭福祉の財源と費用負担

児童福祉行政が担う各機関と役割を押さ
えましょう。
子ども・子育て支援に関する各財源を把
握しましょう。

7 母子保健・医療サー
ビス
（第5章）

母子保健・医療の歩み、母子保
健・医療サービスの現状、健やか
親子21、課題と展望

母子保健に関する施策とサービスについ
て理解しましょう。

8 子育て支援と子ども
の健全育成

（第6章）

子育て・子育ちをめぐる問題とそ
の背景、子育て支援の意味と目的、
少子化対策の動向、子どもの健全
育成の意味と目的、子ども健全育
成施策

子育てにはどのような問題があるのかを
把握した上で、子育て支援の取り組みに
ついて、その概要を理解しましょう。

9 保育サービス
（第7章）

保育の意味と目的、保育所の現
状、さまざまな形態の保育、課題
と展望

保育所の現状と実施形態、課題について
把握しましょう。

10 ひとり親家庭への福
祉サービス

（第8章）

ひとり親家庭の現状、ひとり親家
庭に関する施策の変遷、ひとり親
家庭への福祉サービスの現状、ド
メスティック・バイオレンスの現
状、ドメスティック・バイオレン
スへの対応、課題と展望

ひとり親家庭に関する施策と福祉サービ
スを把握しましょう。
ドメスティック・バイオレンスの現状と法
的な対応について、理解しましょう。

11 子どもの社会的養護
と自立支援サービス

（第9章）

子どもの養護の現状、子どもの養
護の種類と内容、児童虐待の現
状、児童虐待への対応、被措置児
童等虐待の防止対策、課題と展望

要保護児童と、社会的養護の種類につい
て理解しましょう。
児童虐待の種類と実態、法的な対応につ
いて理解しましょう。

12 障害のある子どもと家
庭への福祉サービス

（第10章）

障害児の定義と現状、障害のある
子どもと家庭への福祉サービス、
経済的支援、特別支援教育、課題
と展望

障害児の定義を把握した上で、各福祉
サービスについて説明できるようにしま
しょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
13 情緒・非行問題のあ

る子どもと家庭への
福祉サービス

（第11章）

情緒・非行問題のある子どもとは、
情緒に問題のある子どもの現状と
対応、非行問題のある子どもの現
状と対応

情緒・非行問題のある子どもの定義を理
解し、各問題についての現状とその対応
について説明できるようにしましょう。

14 子ども家庭福祉にお
ける専門職の役割と
実際

（第12章）

子ども家庭福祉専門職とは、子ど
も家庭福祉行政機関における専
門職、児童福祉施設における専門
職、関連分野における専門職等、
ボランティア、民間団体・組織等、
子ども家庭福祉および関連分野の
専門職・組織等の連携

子ども家庭福祉専門職の分野と、それぞ
れの役割について説明できるようにしま
しょう。

15 子ども家庭への相談
援助活動の実際

（第13章）

「市町村児童家庭相談援助指針」
の概要、子どもへの相談援助活動
の事例紹介

児童家庭相談援助に求められる基本的態
度、活動の流れ・内容・アフターケアに
ついて説明できるようにしましょう。

■レポート課題（手書きレポート用紙の p.1、p.9の課題記入欄は、「課題名」として表示されているものの記載で可）  

1 単位め 課題名「子ども虐待の現状と対策」
日本における子ども虐待の現状とその対策について述べよ。

2 単位め 課題名「児童・家庭福祉制度の発展過程」
児童扶養手当制度、児童手当制度の発展過程を検証し、最近の動向について述べよ。

3 単位め

課題名「児童相談所の機能と市町村の役割」
児童・家庭福祉の相談援助活動と児童・家庭福祉制度について、とりわけ児童福祉の専門機関
として位置付けられている児童相談所の機能と役割について述べよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・別レポートは担当教員により異なります

4 単位め

課題名「子どもの権利について」
子どもの権利について、これまでの流れを押さえ、ウェルビーイングへの理念の転換について
述べよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・別レポートは担当教員により異なります

■学習にあたって  
基本的姿勢
子どもは社会の一員であり人権が保障されるとともに、必要に応じて社会保護の対象ともなります。

子どもの福祉は、子育てする家庭・子育てをする地域の上にあるということを念頭に置きウェルビー
イングの実現が必要です。子ども家庭福祉の実現は、子どもや子どもを持つ家庭だけの福祉ではなく、
高齢者や障害を持つ方々にとっても暮らしやすい地域社会の実現ということができます。
学習の目標
実際の児童福祉は、具体的な諸政策をもって実施されています。このため、学習にあたっては児童

福祉法を中心とした諸法律、制度の仕組みと現在の状況を把握することが学習の目標となります。そ
の上で、これらの法制度・諸施策を利用者に結び付けていく実践についての理解、施策・実践の課題
の理解ができ、自分なりに整理できることが目標となります。
また利用者が人間であることから子ども・親の多様性の理解と受容、他の分野との連携、実際に関
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わるときの方法・技術なども学ばれることを望みます。
学習の仕方
第一に教科書を読み、その内容を理解することが必要です。文章を読むだけではなく、具体的事例

などを思い浮かべながら読んでいただきたい。例えば、地域にある児童福祉施設や、子どもを思い浮
かべながら読まれると理解しやすいのではないかと思います。第二にスクーリングに積極的に参加し
てみてください。教科書では理解できなかったことでも理解が深められます。
第三に一と二を踏まえたうえで、教科書では理解することができなかったことについて、児童家庭

福祉分野の本を読むことや資料を調べること、児童福祉施設見学などを行うことが有効であると思い
ます。
解答作成にあたって
教科書を熟読し、スクーリングに積極的に参加していれば十分に解答できる問題が準備されていま

す。問題を解くために教科書を読むのではなく、教科書を読んで理解すること、確認することが重要
です。記述問題については、教科書に加えた学習も必要かと思います。論述の体裁を整えることはも
ちろんのこと、現状の把握やそれに対する考察、自分の考え、感想が加えられるとよいでしょう。

■アドバイス  
　　　　　　「子どもの虐待の現状と対策」

テキスト 9 章を読み、子ども虐待の概念・発生要因を学び、理解を深めてください。
次に関係機関の役割と現状について理解し、法的な対応を学び理解してください。その

うえで、図表なども参考にしながら子ども虐待の現状、それに対する施策等について述べてください。

　　　　　　「児童家庭福祉制度の発展過程について述べよ」
テキスト「児童扶養手当制度、児童手当制度」を読み、制度の発展過程について検証し、

両制度の最近の動向について述べてください。次ページの補足資料も参考にしてください。

　　　　　　「児童相談所の機能と市町村の役割」
児童福祉の第一義的な市町村の役割と専門的の機関としての児童相談所の機能につい

て述べてください。

　　　　　　「子どもの権利について」
テキストで、子どもの権利について学習し、これまでの経過やウェルビーイングへの

理念の転換について述べてください。

■科目修了試験　評価基準  
・『レポート課題集』本科目全体の内容についての理解を問います。
・問題の題意に適しているかどうかも問います。
・解答字数は、800字以上を基準といたします。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス

4 単位め
アドバイス
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■参考図書  
千葉喜久也著『思春期 ─ 子ども相談の心』中央法規出版、2002年
千葉喜久也著『子ども虐待から親子再統合』福祉工房、2006年
千葉喜久也著『保育士の家族援助の実際』シーライズ、2008年

■履修上の注意  
平成27年度以降入学者は、この科目を高等学校教諭一種免許状（福祉）取得に必要な「教科に関す

る科目」として使用することはできません。


